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大 正 期 に お け る 地 主 と 農 民 ( 一 )
― 水 稲 単 作 地 帯 の ― 地 主 の 事 例 研 究 ―
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古 くは豊田の荘 と称 し東大寺領であったが,慶長
3(1598)年に新発田溝 口氏の所領 となっている｡





年 これ らが合併 し中浦村 となっている｡
2 農業生産 の特徴 と農民層分解
中浦村の全産業に占める農業-の依存度は,北
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麦 類 139 135 64 39 30
大 麦 50 63 40 16 10
小 麦 89 72 24 20 14
秩 -麦 0 0 0 3 6
食用農作物 756 804 698 547 1.189
大 豆 446 420 517 343 601
甘藷 馬持誓 28 189 79 102 128
な た ね 156 93 78 97 450
そ ば 126 102 24 5 10
戎 菜 類 394 400 243 297 371
大 根 270 253 149 176 196
な す 91 87 48 55 62
きゅうり 14 25 23 30 43
白 . 菜 13 14 12 6 10
そ の 他 6 21 ll 30 60
果 樹 6 ll 0 0 0
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新 潟 県 北 蒲 原 中 晴 村
自 作 小 作 自 作 小 作 自 作 小 作 討
大正 6 % % % % 反 105.5 1,287.5 1,393.0
40.6 59.4 25.7 74.3 % 7.6 92,4 100
8 39.9 60.1 26.0 74,0 反 117.5 I,287.0 1,404.5
% 8.4 91.6 100
12 40.0 60.0 27.2 72.8 反 269.7 1,140.5 1,410,2% 19tl 80.9 100
昭和 5 37.2 62.8 25.1 74.9 反 241.5 1,145.4 1,386.9% 17.4 82.6 100
7 37.7 62.3 25.6 74.4 反 287.9 1.130.1 1,418.0
% 20.3 79.7 loo
ll 39.9 60.1 26.9 73.1 反 295.5 1,122.5 1.418.0% 20.8 79.2 100
14 40.6 59.4 27.8 72.2 反 359.2 1.058.8 1,418_0
% 25.3 74.7 loo
20 49.4 50.6 39.9 60.1 反 515.6 1,031.0 1.546.7
% 33.3 66.7 100
25 93.4 6.6 96.5 3.5 反 1.519.7 26.6 1,546.3
注;'｢新潟県統封書｣および ｢中浦村村会議事録｣より作成｡
表4 日小作別農家構成の推移
新 潟 県 北 蒲 原 中 楕 村
自作 白.小 小作 自作 白.小 小 作 自 作 白 .小 小 作 農 家 .,fi
大正6 % % % % % % 戸 50 213 752 1.015
22.8 43.▲ 34.0 13.5 36.8 49.6 % 4,9 21.0 74.1
8 23.0 42.5 34.6 13.5 36.8 49.7 + 5 555.8 + 63 27629.2 - 138 61465,0 - 70 945
12 23.6 42.1 34.3 14.2 34.8 51.0 - 1 546.2 + 51 33037.9 - 128 48655.9 - 76 870
昭和5 24.0 44.0 32.0 14.1 42.3 43.6 - 4 505.7 + 62 39244.4 - 45 44149.9 + 13 883
7 24.3 43.9 31.8 13ー8 40.1 43.0 ±0 505.9 - 40 35241.3 + 9 45052.8 一 31 852


























本籍人口 現 住 人 口 流出率 現 住 戸 数 北浦現住戸 数 比i;31 男 女 実 数 比
肺 30 人 人 人 人 % 戸 % %? 5,543 2,782 2.761 ? 1,047 91.5 ?
44 ? 6,207 3,122 3,085 ? 1.008 96_9 ?
大正 2 7,615 7,039 3.500 3,539 7.6 1.144 100.0 100.0
6 8,104 7,310 3,654 3,656 9.8 1.150 100.5 100.1
8 8.105 6.851 3,419 3,432 15.5 1,130 98.8 100.4
10 8,105 6,601 3,419 3.185 18.6 1,133 99.0 101_3
12 8,291 6,757 3,517 3,240 18.5 1,137 99.4 102.2
昭和 3 8.563 7,327 3,808 3,519 14.4 I.131 93.9 105.1
6 8.643 7,176 3.686 3,490 17.0 1,130 99.3 100.9
9 8.836 7,262 3.724 3,538 21.7 1,151 100.5 108.7
12 9,327 7.276 3,546 3,730 20._0 1,155 101.0 109.7
16 9,830 7.328 3,597 3,781 25.4 1,143 99.9 110.7
20 ? 8.398 3.796 4,501 ? 1.313 114.8 129.2




新 潟 県 北 蒲 原 中 浦 村
0--5 5-1010-2020-3030-皮0-55-1010.-ノ2020-3030-皮0< 5-101α-2020-3030-皮
明治43 15.3 14.6 39.3 24.●5 6.3
大正 5 36.4 30.6 29.1 10.8 3.0 19.4 21.1 34.3 20ー1 5.1 13.7 13.9 39.1 26.9 6.3
15 25ー0 30.9 30.6 10.9 2.5 15_0 19.9 39.0 20.5 5.2 14.3 14.0 38.5 26.9 6,4
昭和 5 26.3 29.8 31.6 10.0 2.3 15.4 18.8 41.0 19.5 4.9 14.0 15.5 37.8 25.7 6.9
lO 27.0 27.9 31.0 9.7 2.4 17_1 19.4 39.9 18.1 5.4 14.5 15.7 37,5 25.2 7.1
13 26.6 29.1 31.9 9.9 2.5 19.1 19.9 37.6 18.6 4.9 15.0 15.4 36,8 25.7 7.2

















































明治 4年 明治25年 明治40年 大正10年 ` 昭和 4年 昭和20年
市島岳次郎 天 王 1,867.00 1,248.81 1.273.00 1.405.00 1.257.00 1,031,00
細 野 弥 蔵 下中ノ目 117.44 116.29 133.90 134.45 115.48 68.32
岩 淵 義 美 中ノ日新田 32.03
野 村 書 直 吉 浦 36.18 25.58 47.10 62.98 64.63 62.71
田中九長次 小 坂 24.55 19.61 61.27 57.75 34.69
堀 川 静 司 池 端 18.97 19.55 8.09 5.81
柿 崎 静 弥 ′ 16.94 16.02 ll.55 4.48
村山歯太郎 竹ノ花 16.32 14.89
本 間 荻 松 赤 橋 12.48 13.78 ▲4.55 10.41
榎木彦十郎 吉 浦 12.63 10.28
須戸門次郎 下中ノ日 12.80 ll.44 14.32 12.50
田中作五郎 中ノ目新田 15.77 10.43 15.13 4.41
小 林 茂 ? 10.25
















































































































天 王 16.413 33.320 45.266
三 ツ 倒 6.418 21.713 27.535
三ツ倒新田 1.690 3.815 13.675
中ノ目新田 9.106 16.954 20.283
乗 坦 8.713 10.207
古 橋 0.36 0.592






明治20 明治24 明治35 明治41 昭和22
田 114.827130.337123.193125.483104.630
畑 37_082 25.365 26.063 25.272
宅 地 1.112 5.900 8.150 8.512
山 林 2.511 2.982
原 野 2.091 2,411












































































































自分の部落内 隣 接部 落 他 の村 内 村 ~外 孟1
大正4 77.49 19.41 9.26 106.16
6 77.52 19.41 9.26 0.62 106.81
8 77.52 18.98 9.26 0.62 106.38
10 79.49 19.39 9.26 0.62 108.76
12 79.51 19.37 10.51 1.27 110.66





田 畑 山 林 原 野 雑種地 その他 引
明 治 34 1.110.685 85.757 1 37.961 10.235 1.244.638(100)
明 治 35 1,107.037 175.622 95.836 27.727 1,403.222(113)
明 治 36 1,120.754 167.919 157.562 1.446.235(116)
大 正 4 1.061.819 135.812 78.528 15.604 .117 .010 1,291.870(104)
大 正 6 1,068.183 169.422 64.913 18.164 .117 .010 1.320.815(106)
大 正 8 1.068.429 140.126 99.022 18.118 .117 .010 1.325.822(107)
大 正 10 1,087.628 139.684 98.714 17.938 .528 .010 1.344.502(108)一
大 正 12 1.106.690 129.713 13.856 .010 1,250.269(100)




























1838年 1843年 1870年 1873年
1 斗 未 満 16 ll 18 18
1.- 3斗 24 27 20 20
3 - 5 斗 6 5 7 .7
5斗- 1石 10 7 4 4
1- 2石 8 ll 8 8
2 - 5石 7 6 12 12
5 -.10石 6 5 2 2
rrI.～ ~f5石 0 0 2 2


























































































表 15 小坂部落の農民別身分階層 ･現石高推移
(1) (2) (3) (4) (57 (6)
身 分 1838年 1843年 1870年 1873年 備 考
(∋ 山形松次郎 間 脇 石 合 石 合 石 合 石 合150.90 150.90 2.001.30 2.001.30
(令 高山文太郎 間 脇 73.30 73.80
(勤 小 池 文 吉 小 脇.米売買
(参 山形直次郎 名 手 1,364.60 100.60 100.60 米売買
⑤ 山 形 佐 市 本 家 196.40 196ー40 254.40 254.40 米売買
@ 宮 原 丈 三 間 脇 241.00 241.00 241.60 241.60
(∋ 桜井清太郎 名 子 陶器取60円
(砂 金 田 平 七 間 脇 177.30 177.30 268.60 268.60
(9 小 池 菅 松 屋根葺7円旭金気
㊥ 清 治 仙 吉 間 脇 163.00 161.00 257.70 257.70
⑭ 小 池 幸 平
⑩ 小 池 ハ キ 米売買
㊥ 桜 井 敬 吉 本 家 325.90 325.90 325.80 325.80 米売買
⑭ 鈴 木 丑 吉 本 家 162.90 162.90 243.00 243.00
㊥ 田中長三郎
⑯ 小林七左エ門
⑰ 金 田 金 吉
⑯ 清 治 弥 蔵 本 家 I.204.60 1.259.30
㊥ 金 田 新 蔵 本 家 555.60 555.60 1.225.90 1.259.30
㊨ 近江留次郎
㊧ 桜井清次郎
㊧ 清 治 新 作
⑳ 宮 原 又 - 名 手 陶器磁15円
㊧ 桜 井 福 松 間 脇
⑳ 小 池 藤 八




























本 家 名 干 間 -脇
1 斗 未 満 2 2 4
1- 3 斗 5 3 5
3 - 5 斗 . 1 3
5斗- 1石 1
1 - 2 石 2 2 1





無 一 高 2 .3 6
症;資料は表 15の(1)と(5)による｡
により統括されていた｡部落運営の最高決議機関
は村寄合となるが,日常的運営 ･処理はこの重立
会により全て取 り仕切られていたのである｡
これらの諸組織の内容については,現在では概
要しか知りえない｡ここでは後の論述とのかかわ
りから,あるいは部落生活や重立会の役割などを
窺 う意味から,田中家により起草され村寄合で契
約された ｢節倹盟約書｣を掲げて,そこにみられ
る特徴だけを記しておこう｡
図3 小坂部落概念図
節倹盟約書
夫レ明治20年来-凶作打続キ加フルニ本年-米価
ノ騰貴金融ノ停滞ヨリ釆ル処ノ困難実二共棲二達シ
数十年来未曽有ノ飢佳 卜云フべシ論語二日クー日ノ
計-朝ニアリト今ニシテ基準ヲ為サスソ-不日暗ヲ
E]ムノ悔アラン鳴呼天レ此非常ノ困難二遭遇スル又
非常救済法ナカル-カラス故二一同非常ノ忍耐ヲ以
テ左二掲クル盟約ヲ確守シ以テ他日ノ快楽ヲ下種ス
ル老 トス
第一章 倹 約
第一粂 年始大祭日葬儀出産ノ節-中等以下二限り
薩式二用-ル冷酒ノ外決シテ用ヒサル事
一項 婚儀ノ待人或-出産ノ祝ヒト唱ヒ親戚外
ヨリ物品ヲ贈ル-自分ノ一切廃止ノ事
二項 葬送ノ節念仏講及ヒ手伝人-酒等ヲ出ス
-廃止ス-キ事
三項 葬送ノ手伝-非常尽力ノ上左記ノ組合限
リニテ取防ク-キ事左モ親族多ニテ其組合
ニテ防キ難キ場合二限り他ノ組合ヨリ加勢
ヲ受クルモ防ナシ
四項 大字小坂居掛二於テ角力其他興行事-一
切不致事-勿論他所ノ人ヨ1)興行致度旨願
出ツルモ敷地及ヒ諸道具-決シテ借与セサ
ル事
第二粂 煙草-成ル-ク自製品ヲ用ユル事
第二章 勤 勉
第三粂 各其業二従事スル-凡 リ度アリト難モ此ノ
非常困難ヲ探察シ自今一層労力
一項 勤勉モ其カニ強弱アリ強者-日出ヨリ日
没迄弱者卜弊モ執業/､全ク八時間ヨリ減縮
ス-カサル事
但シ午睡及ヒ休憩時間-努メテ短縮ヲ要
ス
二項 労働ノ度ヲ増シ農-撰種播期ヲ失′､ス除
草中耕ヲ念入レ共作物適当ノ肥料ヲ施スニ
注意七サル-其地利ヲ納ムル能-ス-ノ虚
飾ヲ務メテ実用ヲ失シ商ノ奇利二奔走シテ
誠実ヲ欠ク等-深ク戒メサル可カラス
三項 休業日数-左記ノ如シ
正月朔日ヨリ三日迄五月七日･-(略)-此
外五月以降大風雨ノ為メ執業出来難キ日及
ヒ数日間執業ノ為メ疲タルトキ-各自限り
勝手二休業スルモ妨ケナシ
四項 前記ノ休日-各自万不得止場合二於テ休
業セサルモ妨ケナシ
第三章 貯 蓄
第四粂 前途ヲ深慮シ相当ノ金穀ヲ貯蔵シ非常ノ備
ヒトナス-キ事
第五粂 草根樹皮卜錐モ食物卜為シ得-キ限り′､此
際務メテ採集シ冬期ノ準備可致事
第四章 救 済
第六条 窮民ヲ救済スル事
一項 飢薩旦タニ廻ルモノアラ-身分二応シ金
穀其他ヲ恵与スル事
二項 新規ノ事業ヲ起ス-好マスト錐モ窮民ノ
稼業ナキ時′､救助ノ為メ可成使役ノ道ヲ立
ツル事
三項 職業ニヨリ製品売却ノ道梗塞シ為メニ窮
廻スルモノアラ′､重立-可成物品ヲ相当代
価二買上可致事
前盟約書-世運循還回復ノ時機至り改正ヲ要スル
コトアルトキ-更二協議ヲ遂ク可キ事
明治二三年六月二八日 (以下署名略)
このような ｢節倹盟約書｣が結ばれること自体
は一般にみられることである｡しかし,そこに注
目すべきこの部落の特徴のいくつかが窺えよう｡
第一に,｢盟約書｣の前文にある如く,明治20年以
降,連続する凶作と米価騰貴,松方デフレによる
金融の停滞によって農民層の窮乏化が進行してい
る,という認識である｡とくに,この窮乏化の要
田のひとつとして米価騰貴が指摘されている点
は,飯米購入を必要とする農村雑業層 ･零細農家
が多くを数えていることを予想させる｡また,こ
の時期が,地主経営にとっては土地集積の契擬と
なることは後にみるとうりである｡第二に,細か
な生活規制とともに,第二章 ｢勤勉｣において,
労働時間 ･休日･農作業の内容にも触れられてい
ることである｡この第二項には,とくに地主的関
心を察知することができる｡第三に,とりわけ興
味深いのは,第三章 ｢救済｣であろう｡享ず,衣
るように,窮民救済の ｢金穀其ノ他ヲ恵与｣する
際にも,身分によりその筋が区別されている点で
ある｡次に,救済策として,｢可成使役ノ道｣を立
つとか,主に陶翠職を念頭においていると思われ
るが,｢可成物品ヲ相当ノ代価二買上｣ることが内
容として盛られていることである｡しかも,この
責任は部落の重立に課されている｡つまり,重立
層は,単に,支配的扱能を果たすだけでなく,部
落農民層が窮乏化し生活に困窮する場合には,忠
恵的な施策を施し救済することが期待されていた
のである｡こうした恩恵的施策においては,他の
農民層とても決して経済的地位が高くないことか
ら,重立会を統括する田中家の役割も重要なもの
があったと思われる｡
明治20年代にみられる農民層の窮乏化への対応
は部落内部で処理され, しかも,一般に消極的で
ある｡しかし,30年代に入るや村落支配機構を利
用して地主たちは積極的に生産力の発展をめざす
農事改良を展開するようになる｡とくに,新潟県
においては,村落社会における地主の社会的権威
と統制の動揺に対する国家権力の補強策として県
地主協会が県官僚の強力な指導のもとに明治33年
設立され,以後,官僚との従属的結合のもとに地
主的農政が展開される｡こうした一環として,田
中家も小坂部落において次のような趣旨の ｢殖産
貯金組合｣を設けている｡
殖産貯金組合規約
第-粂 本会-殖産貯金組合卜称シ事務所ヲ発起人
ノ宅二置ク
第二粂 本会ノ日的-農事ノ改良発達ヲ計り併テ貯
蓄勤倹ノ良風ヲ養成スルニアリ
第三粂 本会ノ目的ヲ達セソカ為メ左ノ事業ヲ行フ
モノトス
第-項 農事試作場ヲ設置シ撰種肥料耕転其ノ他
百般ノ事業二付キ適否ヲ試験シ其ノ利害ヲ
-20-
講究スルコト
第二頁 本会ノ事業ヲ経営シ並どこ貯金ノ趣旨ヲ
貫徹セソカ為メこ興業醸金ノ金ヲ設ケ会員
各自ヨリ出金シ年々生スル其ノ利益ヲ配当
スノレコト
第四粂 会員クラントスルモノ′､発起人ノ東諾ヲ経
テ入会スルコトヲ得-シ
第五条 会員-興業醸金1口〇〇円ヲ出金シ本会ノ
事務二服ス-シ
第六粂 興業醸金総額ノ内十分ノ三ヲ殖産基金トシ
農事試験其ノ他本会ノ事業費二充テ残り十分
ノ七ノ､会見中望ミノ老-貸付ケ又-確実ナル
銀行-預ケ置クコト 但シ会員ニシテ借用セ
ントスルモノ-第七条,第八粂ノ明文二依ル
へシ′
第七粂 会員中肥料購求費其他農事改良二付キ資金
ヲ要スルトキ-興業醸金ノ内ヨリー 人分拾円
迄ヲ借用スルコトヲ待-シ
第八粂 前条ノ借用者-左ノ規定ニヨルへシ
ー 借用期間-年 二々月一日ヨリ十二月十五
日迄 トス
ー '利子-年八分ノ割ヲ以テ元金卜共二支払
フへキコト
第九粂 興業醸金ヨリ生スル利金ノ内元金こ付年利
四分五厘ノ割ヲ以テ会員二配当シ残金ヲ殖産
基金二編入スル事
県地主協会が地主的農政を推める基本的視点は
以下の3点であった｡すなわち,｢(1)県下各地の施
行せる土地の改良,肥料の共同購入貸付,小作品
評会奨励会又は勤倹貯蓄に関すること,(2)地主と
小作との間に成立する既往及将来の諸契約,(3)他
県及外国に於ける地主小作間の事情｣(a)を報告す
ることである｡この中で最も重視され 一方では,
県官僚から農政諸団体の整備をとうして実現さ
れ,他方,地主自ら小作料の増収 ･安定と村落秩
序の補強をめざして村落レベルで実施されたのが
(1)の点であった｡先の規程の中に,小坂部落への
こうした農政の浸透をみることができるが,同時
に,そこに農民層の自治的機構としての機能を果
していた段階から,国家支配機構の末端として包
摂されてゆく移行過程の一端を窺い知ることが可
能であろう｡
中浦村においても,農事改良をめぐり地主的支
配が貫わく形で行政組織や農会をはじめとする農
政諸団体の整備と機能的連繋がはかられ,支配枚
横が確立されてゆく｡明治35年,中浦村では3村
合併による行政機構の改編に伴い旧村の農会を解
散して中浦村農会に一本化をはかるとともに,稲
作品評会の実施をはじめ,同年の ｢肥料ノ共同購
入補助規程｣,｢種子ノ塩水撰督励実行規程｣,41年
｢牛馬耕奨励規程｣,大正4年 ｢堆肥舎建設補助規
程｣等々と多様な農事改良施策が展開されている｡
田中家は,明治末一大正期にかけて村議 ･村長と
ともに農会長にも就任し,これを推進することに
より社会的権威と統制力を補強するが,同時に,
部落を単位とする ｢殖産貯金組合｣のような農民
層の組織化を官僚的･地主的農事改良に包摂させ,
あるいは小作層-直技的生産者各層の網羅的な組
織化の施策に位置づけることにより,その支配の
基礎を一層安定たらしめることができたのであ
る｡
註
(1)職業別世帯数では,この雑業層が100戸前後を数
え,しだいに明治末年になるに従い増加をみせて
いる｡これらは土地を所有せず,もっぱら地主や
自小作上層の年雇･季節雇･日雇労働者となる層
であった,と思iっれる｡
(2) この都市への人口流出-賃労働老化には,都市
滞留賃労働老化の形態とならんで,還流的な県外
への出稜の形態があり,その数も少なくなかったママ
と考えられる｡とくに,中浦村の ｢出塚の重もに
出稼する時期は春にして一度出ずれば3ヶ年若く
は5ヶ年も帰来せざるもの多し｣(r中浦村村是調
査書J1903年,76貢),というように単なる出稼で
はなく,賃労働老化としてとらえられるものであ
った｡
(3) 市島家の以下の分析については,前掲 r市島家
文書｣および r千町歩地主市島家の構造Jによっ
ている｡
(4)舌島敏雄,前掲 r日本地主制史論j56頁｡
(5) r北蒲原郡中浦村是｣(中浦村)5頁O'
(6) これについては,前掲の拙稿中り｢農事改良(-
農民陶冶)と地主支配体制｣において展開してい
る｡
(7)古島敏雄鼠 前掲 r日本地主制史研究J220貢｡
(8) 金原左門 r大正デモクラシーの社会的形成｣
(1967年,青木書房)73頁から再引用である｡
(未 完)
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